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１．羽島市をもっと住みよく美しい街を目指して

羽島市をもっと住みよく美しい街を目指して

羽島市にお住まいの方へ

日頃、収集にあたりごみの出し方にご協力いただき誠にありがとうございます。

山田組では羽島市よりごみ収集と処理の業務委託を受け、市内の環境保全につとめています。

羽島市にお住まいの皆さまと共生しながら、これからも綺麗な街、住みよい街を維持してい

くために知っていただきたいことがあります。

1年で1万5000トン？羽島市のごみ事情

羽島市では燃やせるごみだけでも毎年約1万5000トンのごみが発生しています。

これは市民の森羽島公園＊の敷地全面にごみ袋を敷き詰めると、19段分（約8m）の高さに

なります。これは3階建の家と同じくらいの高さです。これだけのごみが１年間で発生して

いるとは驚きますね。

収集されたごみは、どこへいくのでしょうか？

実は羽島市には、燃やせるごみの焼却炉がありません。

取り敢えず2028年までの約束で、三重県の民間焼却場に、処理を委託しています。

燃やせるごみを運ぶだけども、ダンプに多量の燃料が必要です。

※市民の森羽島公園＝約2ヘクタール

いっぱいにごみを詰めた袋＝約4kg/袋 底面積約0.1㎡/袋として計算

私たち山田組は岐阜県羽島市で街の建築と環境を整える仕事をしています。

地域の皆様から多くのご縁を頂いて、今年で創立64年を迎えました。

私たちはこれからもたくさんの人の暮らしの安全と、

街の環境を守ることに努めていきます。

地域と共生し、人々にとって身近な会社であり続けることが私たちの目標です。
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２．環境経営方針

株式会社山田組は、廃棄物処理業や建設業を通じて、地域社会に信頼され、

共生する企業を目指しています。

国連SDGs活動の目標11「安全で持続可能な都市の創出」に深くかかわる事業を

展開する当社にとって、環境保全や環境負荷の低減への取組は最重要課題です。

ここに、環境保全への意識向上と、挑戦の気持ちをこめて環境経営方針を定め

ます。

１．経営における課題とチャンスを踏まえ、環境経営目標を設定し、

継続的改善を推進します。

２．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

３．環境推進組織を整備し、活動に必要な経営資源を用意します。

４．下記を重点活動項目として定め、事業活動の環境負荷を低減し

ます。

① 省エネルギーによる二酸化炭素排出量の削減、

② 水資源の節約

③ 市民ごみの安定収集運搬と再資源化の更なる向上

④ 建設工事の環境配慮及び建設廃棄物の適切な処理

５．ＳＤＧs（持続可能な開発目標）の活動

    ①  労働安全の無災害を継続し、社員の健康的な生活の確保

 ②  環境意識向上とSDGs活動の基礎作りのため、全社員に環境教育の実施

③ 周辺地域とのコミニュケーションの促進

２００７年３月１５日制定

２０２１年４月１４日改定

株式会社 山田組

代表取締役 平松芳郎
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３．登録組織の概要

(1)事業者名及び代表者名

　　株式会社　山田組株式会社　山田組

　　代表取締役　平松　芳郎代表取締役　平松　芳郎

(2) 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

　　①　環境管理責任者　：環境部部長　平松　享一

② 連絡担当者　　　：環境部課長　丹賀沢　良和　　

　　③　連絡先　　　　　：TEL　058-391-2950　FAX　058-392-9679

　　④　メールアドレス　：yamadamasuzo@mrj.biglobe.ne.jp

(3)事業の規模

　　①　設立年月日　：　1959（昭和34）年　9月（建設業）　　

　　②　資本金　　　：　2,000万円

　　③　売上高　　　：　約6億円（2021年9月～2022年8月）

　　④　沿革　　　　：　1969年株式会社に変更、1970年一般廃棄物収集運搬業開始

　　⑤　人数　　　　：　60名　(2022年4月1日現在)

４．登録範囲

(1) 事業所及び所在地

(2) 事業内容

　②建築及び土木の設計・施工   

５．処理実績　　2022年度（2022年4月～2023年3月）

　　①一般廃棄物収集回収量　　　10,927トン

　　②一般廃棄物積替量　　　　　  9,218トン

　　③一般廃棄物中間処理量　　　 1741トン

　　④一般廃棄物再資源化量　 　　1,224トン

⑤2次委託処理量　　　　　　　253トン（可燃物として三重焼却場）　　

   264トン（2次委託処理）

　①一般廃棄物の収集運搬（積替・保管を含む）及び処理（中間処理･選別及び圧縮梱包）

    事業所名 所在地 電話番号 備考 

本社及び建設部 羽島市竹鼻町駒塚 320 058-391-2950  

舟橋リサイクルセンタ

ー 

羽島市舟橋町出須賀 4 丁目 60 番

地 

058-397-2080  

第２リサイクルセンタ

ー 

羽島市江吉良町江中 7 丁目 29 番

地 

058-397-0633 積替施設有 

建設資材置場 羽島市竹鼻町駒塚 320 － 無人 

駒塚駐車場 羽島市竹鼻町駒塚 770 番地 ― 無人 
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６．EA21活動組織図

（１）推進組織図

 （２）責任と権限

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

・ 環境方針を策定する。

・ EA21の実行に必要な資源を用意する。

・ 環境管理責任者を任命する。

・ 推進体制を構築する

・ 環境経営システムを構築し維持する。

・ 環境経営システムの構築、運用状況を代表に報告する。

・ 環境経営レポートを取りまとめる。

・ 環境経営活動に関し代表に上申する。

・部門に関する現場指揮及び実績管理

・プラント運転、建設、保管およびEA21活動現場責任者

・環境管理責任者を補佐し、環境経営に関する実務の推進

・環境経営レポートの作成、運用状況のまとめ、報告

・EA21活動の推進、運用状況の報告従業員

責任及び権限職務

＊建設工事組織は、受注案件ごとに本社建設部で個別対応。特に現場組織は編成していない。

社長

環境管理責任者

部門長

EA21事務局

・ EA21の全体的な取り組み状況を評価し、見直し、必要な指示を行う

社
長

環
境
管
理
責
任
者

本社

環境部 舟橋リサイクルセンター

第２リサイクルセンター

建設部

EA21事務局
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（１）サイトの概要

作業員は作業のある時のみ舟橋RCより派遣

一廃可燃ごみ積替施設

収集運搬車両駐車場、建屋は別会社貸与

建設資材置き場

単位：面積（m2）、人数(人）

８．事業 許可の内容

一般廃棄物収集運搬車、ペットボトル圧縮

梱包ライン、容りプラスチック圧縮梱包

ライン、

缶選別プレスライン、ビン選別機

合計 12,600 60

(積替施設を含む） 1,500 4

資材置き場 900 無人

駒塚駐車場 4,100 無人

許可された廃棄物の種類

７．施設等の状況

サイト内内訳

本社

敷地面積 人数

1,000 12

主な業務

役員、総務、建設部設計&工事管理

舟橋リサイクルセ

ンター
5,000 44

第２リサイクルセン

ター
2,500 0

許可年月日許可市名 許可番号 有効月日 事業区分

①容器包装リサイクル法に基づく

ペットボトル及びプラスチック類

②ビン・缶、その他の不燃ごみ、

可燃性粗大ゴミ、蛍光灯等

③容器包装リサイクル法以外のプ

ラスチック類

①事業系ごみ他

②生活系1時大量ゴミ

③特定家庭用機器廃棄物

岐阜県 1656号 R4年5月 12日 R9年5月1１日 一般建設業

岐阜県 1656号 R4年5月12日 R9年5月11日 特定建設業 土木工事業、建築工事業

とび土工、塗装、舗装、防水

一般廃棄物収集

運搬業

羽島市 第1号 R6年3月31日

一般廃棄物処分業

(中間処理・選別

及び圧縮・梱包）

R4年4月1日

羽島市 第5号 R4年4月1日 R6年3月31日

（２）所有車両

① 一般廃棄物収集運搬･分別用車輌

パッカー（塵芥）車 ：１８台（２t～４t車）

キャブオーバー車 ： 2台（２t）

アームローダー車 ：４台（４t）４台(１０t)

ダンプ車 ：２tダンプ（４台）。３t土砂禁ダンプ（１台）

軽ダンプ（１台）、軽トラ（１台）

車両系建設・荷役機械 ： フォークリフト車（４台）、重機（４台）

②建設部車両工事用車両

産廃収集運搬業許可は業務実績がないため、許可の更新をしなかった。
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　(1)　舟橋リサイクルセンター

####

(2)　第２リサイクルセンター

９．中間処理フロー

容器包装プラスチック圧縮梱包ライン(第1工場)
処理量：500kg/ｈ,40kw

用途：容リ協対応ベール製造

ペットボトル圧縮梱包ライン（第1工場）
処理量：300kg/ｈ、7.5kw

用途：容リ協対応ベール製造

不燃物選別ライン（第2工場）

処理量：300kg/ｈ､15ｋｗ

用途：金属くず再生
缶類選別･アルミ缶プレスライン

蛍光灯破砕ライン

選別・破砕・ドラム缶にて一時保管・野村興産へ搬送

破砕機の処理能力

40w直管・3000本／ｈ

蛍光灯以外破砕なし
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10.　中期環境経営目標

基準値

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

106% 106% 106%

619,135 619,552 619,552

123% 123% 123%

15,000 15,000 15,000

107% 107% 107%

93,000 93,000 93,000

111% 111% 111%

160,000 160,000 160,000

110% 110% 110%

268,000 268,000 268,000

105% 105% 105%

78,000 78,000 78,000

原単位 ℓ／収集ｔ 5.70 5.78 5.78 5.78

101% 101% 101%

86,000 86,000 86,000

原単位 ℓ／積替ｔ 7.96 8.11 8.11 8.11

環境部 15,188 19,500 19,500 19,500

建設部 3,430 3,000 3,000 3,000

105% 105% 105%

186,500 186,500 186,500

105% 105% 105%

6,600 6,600 6,600

収集運搬量 ｔ／年 12,978 13,500 13,500 13,500

積替量 ｔ／年 10,653 10,600 10,600 10,600

中間処理量 ｔ／年 2,483 3,000 3,000 3,000

再資源化量 ｔ／年 1,531 1,650 1,650 1,650

再資源化率 ％ 62% 55% 55% 55%

排出量 ｔ／年 163 129 129 129

リサイクル率 ％ 97.6 99.0 99.0 99.0

排出量 100 100 100

ｍ３／年 1,204 1,200 1,200 1,200

ｍ３／年 1,086 1,500 1,500 1,500

ｍ３／年 2,290 2,700 2,700 2,700

電力CO2排出係数：中部電力　0.417kg-co2／ｋWh（2021年、調整後係数）

全社CO2排出量削減 kg-co2/年 584,400

環境目標項目 設定単位
中期環境経営目標

エ

ネ

ル

ギ

ー

使

用

量

電

気

使

用

量

本社 kWh/年 12,215

　　電気使用量合計 kWh/年 243,758

舟橋ＲＣ kWh/年 87,240

第2RC kWh/年 144,303

軽

油

使

用

量

収集運搬
使用量 ℓ／年 74,007

積替
使用量 ℓ／年 84,777

重機

ダンプ
ℓ／年

全社ガソリン使用量 ℓ／年 6,277

一廃収集運搬

軽油使用量合計 ℓ／年 177,402

一廃中間処理量

自

社

排

出

建設廃棄物

一般廃棄物 チェックシート

全社水使用量

水使用
本社&舟橋ＲＣ

第2ＲＣ

7
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11.　2022年度環境経営実行目標
2019年度 2021年度

(基準値） 下実績×２ 実行目標 中期目標

103% 106%

603,373 619,552

118% 123%

14,400 15,000

101% 107%

88,000 93,000

108% 111%

156,000 160,000

106% 110%

258,400 268,000

96% 105%

71,000 78,000

原単位 ℓ／収集ｔ 5.70 6.34 6.50 5.78

106% 101%

90,000 86,000

原単位 ℓ／積替ｔ 7.96 9.62 9.76 8.11

環境部 15,188 20,675 18,000 19,500

建設部 3,430 3,215 2,400 3,000

102% 105%

181,400 186,500

116% 105%

7,300 6,600

収集運搬量 ｔ／年 12,978 10,670 10,800 13,500

積替量 ｔ／年 10,653 8,756 8,800 10,600

中間処理量 ｔ／年 2,483 2,148 2,200 3,000

再資源化量 ｔ／年 1,531 1,650 1,540 1,650

再資源化率 % 61.7 76.8 70.0 55.0

ｍ３／年 1,204 1,010 1,050 1,200

ｍ３／年 1,086 1,562 1,550 1,500

ｍ３／年 2,290 2,572 2,600 2,700

電力CO2排出係数：中部電力　0.417kg-co2／ｋWh（2021年、調整後係数）

（２）2022年度の環境経営計画の考え方

①有料化後の収集運搬量及び積替量予測困難なため、当面目標値=実績値とする。

②CO2排出量の多い収集軽油は、1回の回収量量減少で原単位は悪化を見込む

③積替用軽油は、交通渋滞による燃費増で使用量、原単位は５%の増加を見込む。

④電力使用量は、舟橋RCは散水量増加を作業効率化で抑制。第2RCは、臭気対策

　強化を消臭剤噴霧方法改善で、両者昨年度より若干抑制とした。

⑤再資源化率は、有料化浸透で有資源排出は21年下期より減少を見込み70%とした。

全社CO2排出量削減 kg-co2/年
584,400 591,913

環境目標項目 設定単位
2022年度目標値

エ

ネ

ル

ギ

ー

使

用

量

電

気

使

用

量

本社 kWh/年
12,215 17,212

　　電気使用量合計 kWh/年
243,758 266,080

第2RC kWh/年
144,303 157,350

舟橋ＲＣ kWh/年
87,240 91,518

ℓ／年
84,777 84,238

軽

油

使

用

量

収集運搬
使用量 ℓ／年

74,007 68,092

重機

ダンプ
ℓ／年

一廃収集運搬

全社ガソリン使用量 ℓ／年
6,277 6,840

軽油使用量合計 ℓ／年
177,402 176,220

積替
使用量

全社水使用量

水使用
本社&舟橋ＲＣ

第2ＲＣ

一廃中間処理量
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●

●

●

●

●

●

●

●

● 分別作業、破砕作業の効率化

●

●

●

●

● 収集運搬業務において、効率的な運行計画を立てる

●

●

● ドライブレコーダー等デジタル機器の整備を進める

●

●

● 蛇口をこまめに開閉で、適正水量を保つ

● 油水分離槽の洗浄水の適正使用に心掛ける

● 洗車の際の節水、洗車時間の短縮

● こまめな工場床の清掃、噴霧水の適正使用

●

●

●

●

● リサイクルし易い工法の検討

● 混合廃棄物の徹底分別による再資源率向上

●

●

●

●

● 事故防止、安全作業教育の徹底

● 整理整頓，５Ｓの徹底による職場環境の整備

● 羽島市公立校の環境教育へ協力

● リサイクルセンター周辺の環境保全に努める

●

●

機械、設備の電源をこまめに切る

ミスト噴霧の噴霧をできるだけ霧状にする

全社

環境部

ＲＣ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

環境負荷の少ない建設資材を使用、資材の使用合理を図る

〇

SDGs活動 全社

1２．全社の環境経営計画と評価　(2022年度)

主担当 評価環境経営活動計画環境経営目標

〇休憩室及び作業時間中を除き、昼休みは消灯する

空調を必要な区域、時間を限定して使用する

設定温度を冷房28℃、暖房21℃に維持する

電力使用量

の削減

〇

夏は光を遮断し冷房効率を上げる

ﾘｻｲｸﾙ工場で効率的な作業を心掛ける

作業ミスによる手戻り作業の防止

〇

災害発生時に他社との協力等、地域社会での連携を強化している

〇

〇

〇

〇

全社

〇

〇

〇

〇

〇

〇

市役所を通じての市民への分別排出強化の依頼

〇

環境部

 収集運搬時の混合積載を極力少なくする

RC作業者への分別教育徹底による資源化率向上

積載効率の適正化、燃費等定量管理体制の整備を進める

作業種別、方法の事前検討による重機機材の適切な選定

全社

環境部

建設部

エコドライブ(無用なｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ、空ぶかし）の実践を行う

作業時間や待機時間、走行距離の短縮化を図る

積替運搬の経路の選択は、渋滞等の道路条件を考慮する

定期点検・整備による、車両機能を適正に保つ

重機・フォークリフトの効率的な使用

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　環境活動計画及び活動結果の評価　　　基準：○実行　　△ほぼ実行　　×大部分が不実行

廃棄物処理法等法令を整備し、関係先に提供している。

事業系一廃排出では、排出状況を把握し、適切な改修計画を立てる

全社

環境部

ＲＣ

建設部

 チェックシートによる活動の活性化自社一廃排

出の削減

建廃リサイ

クル率の向

上

分別ボックスの適正配置による分別徹底

ﾘｻｲｸﾙ不可品(例:石綿)が排出されない限り、100%ﾘｻｲｸﾙを図る。

水使用、排

水量の削減

RCでの選別

廃棄物減少

燃料(軽油、

ガソリン)使

用量の削減
作業時間や待機時間の短縮とその間ﾉｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯｳ

〇
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13.　2022年度環境経営目標活動実績

基準値 2021年度

2019年度 下実績×２

kWh/年 12,215 17,212 14,000 13,761 102

kWh/年 87,240 91,518 88,000 86,421 102

kWh/年 144,303 157,350 156,000 155,298 100

使用量 kWh/年 103,368 107,646 102,549 102,549 調査中

原単位 kWh/処理ｔ 41.6 50.1 58.9 58.9 調査中

kWh/年 243,758 266,080 258,400 255,480 101

使用量 ℓ／年 74,007 68,092 71,000 68,286 104

原単位 ℓ／収集ｔ 5.70 6.34 6.50 6.25 104

使用量 ℓ／年 84,777 84,238 90,000 88,730 101

原単位 ℓ／積替ｔ 7.96 9.62 9.76 9.63 101

環境部 ℓ／年 15,188 20,678 18,000 17,667 102

建設部 ℓ／年 3,430 3,215 2,400 2,266 106

ℓ／年 177,402 176,220 181,400 176,939 103

ℓ／年 6,277 6,840 6,000 5,546 108

ｔ／年 12,978 10,670 10,800 10,927 101%

ｔ／年 10,653 8,756 8,800 9,218 105%

ｔ／年 2,483 2,148 2,200 1,741 （参考）

ｔ／年 1,531 1,650 1,540 1,224 （参考）

％ 61.7 76.8 70.0 70.3 100%

排出量 ｔ／年 163 120 136 136 100

再資源率 ％ 97.6 100.0 100.0 100.0 100

排出量 100.0 100 100

ｍ３／年 1,204 1,010 1,050 988 106

ｍ３／年 1,086 1,562 1,550 1,463 106

ｍ３／年 2,290 2,572 2,600 2,451 106

603,373

自

社

排

出

建設廃棄物

一般廃棄物

584,537

環境目標項目 設定単位

2022年度環

境経営目標

値

2022年度

実績値

経営目標

達成率

103

エ

ネ

ル

ギ

ー

使

用

量

591,913

重

機

他

軽油使用量合計

CO2排出量削減 kg-co2/年 584,400

収

集

積

替

本社

環境部第2RC

電気使用量合計

軽

油

再資源化率

全社ガソリン使用量

一廃中間

処理量

収集運搬量

積替量

一廃

収集量

中間処理量

再資源化量

　中間処理量を基準ｔに、再資源化原単位を算定し、再資源化コスト指標の可能性を調査中(本年は参考値）

＊：舟橋RC+第２RC２棟(再資源化作業場）の電力使用量を合計して、再資源化のための電力使用量、

環境部舟橋ＲＣ

再

資

源

＊

電

気

水使用
本社&舟橋ＲＣ

第2ＲＣ

全社水使用量

チェックシート
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14．環境経営活動実績の評価分析　

（１） CO2排出量の推移について

　１）電力使用量の削減

　使用量変動の大きい舟橋RCの安定で、年間を通じて全社使用量に大きな変動はない。

　全社としては季節要素は少ないと思われる。

　　特定月の8，9月季節要素、4月は3月の残務処理が大きと考察される。

 　２）軽油使用量の推移

　　落ち着き、基準年に比し8%程度の使用量減となっている。

　　20数%増加、下期はその反動で基準年並になったが、22年度は増加に転じた。

　〇収集原単位、積替原単位共に有料化後10数%増加した。有料化後の排出量減後も

　　収集回数、積替回数の維持による１車当たりの積載量減による。

　３）CO2排出量の推移

　　による収集・積替・重機の軽油使用量の増加が主因

　〇2021年度は10月からの有料化前の駆け込み排出量増、有料化周知のための回収数増

　○収集使用は、2021年上期有料化前の駆け込み排出で14%増加したが、有料後は排出量も

　〇舟橋RCに試行に電力原単位を設定して観測した。特定月を除き原単位は安定している。

　〇積替使用量は毎年数%ずつ増加している。特に21年上期は回収量増に伴う積替量増で

　〇2022年度排出量は、基準年(2019）とほぼ等量であるが、構成比でみると軽油使用量で

　　積替使用量増を収集と重機の使用量減でカバー。主因は積替路の渋滞による燃費悪化。

102 110 110 107

194 199 200 179

222 226 248 233

51 59
81

66

584
613

639

585

0

100

200

300

400

500

600

700

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

CO2排出量推移

電力 軽油(収集） 軽油(積替） 重機(環境） 合計

単位: ｔco2／年

CO2排出量計にはガソリン

灯油使用量を含む

74,007 75,887
83,986

68,092 68,276

84,777
86,257 104,448

84,238 88,730

5.70 5.60 5.11 
6.38 6.25 

7.96 7.87 8.31 
9.62 9.63 

0.00

5.00

10.00

15.00

0

50,000

100,000

150,000

2019年度 2020年度 2021年上期 2021年度下期 2022年度

軽油使用量推移 収集 積替 収集原単位 積替原単位
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（２）廃棄物の再資源化率向上

　　から77%まで上昇した。22年度は上期は70％割れが続いたが、下期の高資源化率

　　でカバーし、年間では70％を維持した。(中間処理量、再資源化量は参考値）

（３）一廃収集運搬量、積替量　

　ほぼ安定したので、2023年度から収集量、積替量ともに管理値を設定し管理する。

　21年上期は有料化前の駆け込みで排出量は急増したが、有料化後は平年(19，20年度）

　　一廃再資源化率は、昨年度の有料化後は見事に排出時抑制が進み、資源化率は56%

　以下に有料化効果が出てきたが、その効果も時間と共に薄れつつある。市民の排出量も

2,488
2,923

4,042

2,142
1,7411,531 1,650

2,240
1,650

1,224

61.7
56.4 55.4

76.8
70.3

0

20

40

60

80

100

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2019年度 2020年度 21年上期×２ 21年下期×２ 2022年度

有料化前 有料化後

再資源化率推移

中間処理量 再資源化量 再資源化率

12,978 13,563
16,449

10,670 10,927

10,653 10,960
12,568

8,756 9,218
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000
18,000

2019年度 2020年度 21年上期×２ 21年下期×２ 2022年度

有料化前 有料化後

Ｔ
/年

収集量・積替量の推移
収集量 積替量

（４）SDGs活動の状況 (2022年度） 

SDGs活動は22年度から中期計画に従い活動予定であったが、コロナ禍の為計画の

停滞を余儀なくされた。主な活動は以下の通りである。

〇労働災害ゼロ継続。労働安全衛生会議、朝礼等を活用し安全衛生教育を実施。 

〇職場の整理整頓徹底、水噴霧、局所冷房機の設置による環境対策の強化 した。

〇建設現場における住民とのコミュニケーション 、安全・環境法規の遵守状況を

チェックシートに評価する活動を開始した。

14/19



15.　工事現場の環境への取組（2022年度）

（１）評価対象工事件名

ＮＯ

1

2

3

（２）建設工事の環境への取組の自己チェック結果

チェックシートによる点数＝Σ（５点法による自己評点／評価対象項目＊5点）

達成率 達成率

93 100

96 100

96 100

95 100

ー 95

＊施主・住民とのコミ、工事の安全確保・順法性に関する評価は本年度より採用

（３）建設現場の環境への取組の評価と対策

　　工事責任者による、工事竣工直後の自己評価は下記の通りである。

a. 取組内容を明確し、環境意識を現場に浸透させる自己チェックは、施主にも取組の

意義が理解され、当社の施工評価をためる一助になっている。

　ｂ.施主・住民とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、安全・工事

の順法性確認を新たに評価項目に加え

EA21活動の一層の強化を図った

ｃ.

たいない心で、材料を使い切っている。

d. 特に施主・周辺住民との環境コミュニ

ケーション、工事に関する安全を含む

環境法規の遵守には、最大限の注意を

払って施工管理を実施している

　　〇工事高　A：1000万円／件以上、B：1000万円／件未満、C：300万円／件以上

工事件名

Ｋ様邸改修工事

Ｓ様２階一部改修工事

Ｓ様外構２期工事

工事高

Ａ

Ｃ

Ｃ

延人数 直協区分

３か月

2.5か月

４か月

70

45

30

直

直

直

工事内容

既設住宅の外部、内部及び水

廻り改修

既設２階和室２間を洋間に改

修

駐車場土間コンクリート打設

及び門扉、跳ね上げドア設置

工事期間

ー

＊安全・順法性評価

点数 達成率

35/35 100

35/35 100

31/35 40/40

94/105

100

110/110 100

ー ー2021年度

達成率

89

91

89

92

9657/60

30/30

30/30

57/60

点数点数

28/30

24/25

72/75

廃棄物抑制は施主の関心も高く、もっ

　2022年度に完工した300万円／件以上の工事現場を対象に、当社独自の環境配慮

チェックシートで、建設工事の環境への取組活動を評価・分析した。

24/25

76/80

点数

30/301

2

3

2022年度

Ｎｏ
住民とのｺﾐｭｹｰｼｮﾝ 建設廃棄物管理 工事の環境配慮

31/35

32/35

改修工事の一例
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16.　次年度の取組（中期環境経営目標の設定）

2022年度

基準値 2023年度 2024年度 2025年度

96% 94% 93%

560,633 551,264 541,790

2% 2% 2%

13,700 13,600 13,500

60% 58% 57%

51,503 50,524 49,545

原単位 ℓ／収集ｔ 30.22 30.21 30.20 30.19

99% 98% 97%

153,745 152,192 150,639

86% 85% 84%

218,948 216,316 213,684

98% 96% 94%

66,854 65,594 64,334

原単位 ℓ／収集ｔ 6.249 6.248 6.247 6.246

98% 96% 94%

86,880 85,247 83,624

原単位 ℓ／積替ｔ 9.626 9.625 9.624 9.624

環境部 17,667 17,000 16,800 16,600

建設部 2,266 2,250 2,240 2,230

98% 96% 94%

172,984 169,881 166,787

99% 98% 96%

5,491 5,435 5,324

収集運搬量 ｔ／年 10,927 10,700 10,500 10,300

積替量 ｔ／年 9,218 9,027 8,858 8,689

中間処理量 ｔ／年 1,741 1,705 1,673 1,641

再資源化量 ｔ／年 1,224 1,202 1,183 1,164

再資源化率 % 70.3 70.5 70.7 70.9

排出量 ｔ／年 136 排出量不確定のため実績値=目標値

リサイクル率 ％ 100.0 100.0 100.0 100.0

排出量 100 100 100

ｍ３／年 988 1,050 1,100 1,150

ｍ３／年 1,463 1,500 1,550 1,600

ｍ３／年 2,451 2,550 2,650 2,750

中期環境経営計画

kWh/年舟橋ＲＣ
86,421

全社水使用量

水使用
本社&舟橋ＲＣ

全社ガソリン使用量 ℓ／年
5,546

軽油使用量合計 ℓ／年
176,939

軽

油

使

用

量 重機

ダンプ
ℓ／年

一廃中間処理量

一廃収集運搬

第2ＲＣ

自

社

排

出

建設廃棄物

　　電気使用量合計 kWh/年
255,480

積替
使用量 ℓ／年

88,730

収集運搬
使用量 ℓ／年

68,286

全社CO2排出量削減 kg-co2/年
584,537

環境目標項目 設定単位

エ

ネ

ル

ギ

ー

使

用

量

電

気

使

用

量

本社 kWh/年
585,537

第2RC kWh/年
155,298

一般廃棄物 チェックシート

ＳＤＧs
活動

労災ゼロ継続。労働安全衛生会議の活

性化

ＳＤＧs目標３：すべての
人に健康と福祉を

EA21環境・労働安全衛生教育、職場の
整理整頓徹底

環境教育の活性化

地域貢献
住民苦情０、周辺地域の清掃活動、地域
コミュニティーの環境活動

労働安全無災害の継

続

ＳＤＧs目標４：質の高い
教育をみんなに

ＳＤＧs目標11：住み続け
られるまちづくりを
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（２）中期環境経営活動計画

①中期計画は、2022年度実績値を基準に設定した。積替量、中間処理量は2022年度

　比率と同率とした。各年の回収量は有料化に伴い微減すると推定した。

②電力使用量は、舟橋RC電力原単位を設定し、選別作業の一層の効率化を図る。

③軽油使用量は、収集、積替原単位に一層の効率化努力により微減させる。

　CO2排出量の75%程度を占める軽油使用量は各年2%程度の削減を図る

④再資源化率は有料化に伴い、一層の選別努力を図り各年微増するとした。

⑤水は舟橋RCは発塵抑制・夏場対策、第2RCは臭気の抑制強化で使用量増を見込む.

⑥SDGs活動は中期活動計画に従い、住民苦情0、労働災害0の0-0運動の推進を図る

17．SDGs活動

　　　羽島市資源物ストックヤードの新設と案内
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18．環境関連法規制の順守状況

①環境関連の順法性を2023年３月に確認した結果、環境関連法規の違反はない。

②関係当局よりの違反の指摘及び当社への訴訟及び苦情は、過去３年間ない。

③当社に適用される主な環境関連法規制は、下記の通りである。

環境関連法規制 
適用可否 適用可否：○適用 

△工事現場により適用あり 本社＆RC 建設現場 

廃棄物処理法 ○ ○ 委託契約、マニフェスト処理 

岐阜県廃棄物条例 〇 △ 一般廃棄物処理施設の許可 

労働安全衛生法 ○ ○ 特定自主検査（ﾌｫｰｸ、ﾕﾝﾎﾞ等） 

道路運送車輌法 ○ ○ 収集車・営業車の車検 

オフロード法 ○ ○ ユンボ､フォークリフト等 

自動車 NOX／PM 法 ○ ○ ジーゼル車 4台対象 

悪臭防止法 ○ ― 第 2RC積替施設対象 

下水道法 ○ △ 油水分離槽、緊急時の処置 

水質汚濁防止法 ○ △ 事故時の措置、緊急時の処置 

浄化槽法 ○ ― 本社、保守点検、法定検査 

騒音規制法、振動規制法 ○ △ 特定施設届出、基準遵守 

岐阜県公害防止条例(大気､水質、 

騒音、振動、悪臭) 

○ ○ 一般廃棄物処理施設の許可 

特定作業の騒音・振動 

水銀汚染防止法 〇 △ 蛍光灯の分別排出・収集 

フロン排出抑制法 ○ △ 建物解体時に留意 

消防法 ○ ○ 指定可燃物届出、消火器 

容器包装リサイクル法 ○ ― 一般廃棄物の収集･分別 

家電リサイクル法 ○ ― 特定家電製品の収集運搬 

建設リサイクル法 ― △ 建物解体他 

建築基準法 ― ○ アスベスト使用規制 

 
適用可否の凡例

〇：適用またほんどの現場が適用、△：現場によって不適用もある、ー：ほぼ不適用

〇：建設現場は現場ごとに適用法令が異なるため、チェックシートにて順法性を評価
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19.　社長見直し

2023年５月下旬に関係者出席のもとで、社長による見直しを実施した。

（２）見直し結果

推進体制 変更なし 現体制で問題なし、当面現体制を継続する

環境経営目標 変更なし 使用量と原単位との関係をよく把握しておくこと。

環境経営活動計画 変更なし 目標値達成へ実行計画の確実な遂行を図ること。

環境方針 変更なし 方針を変更すべき事案はない

前年審査の指摘

事項の是正状況

　中間審査で３件の推奨事項があった。うち２件、産廃置場の未

表示、スポットクーラーの簡易点検未実施は、両者是正完了を確

認済み。残1件の作業者へのEA21教育の徹底は、監督者教育終

了。監督者が朝礼等を活用して教育中である。

中間審査

報告書

前年指示事項に

対する是正状況

　ＳＤＧｓ活動は、2021年度もコロナ禍による業務影響を避け

るため、集合活動を中止した。工事現場では施主・住民との良好

な関係を維持のため、ﾁｪｯｸｼｰﾄで活動評価を開始する。

口頭

社長からの指示

事項

①コロナ禍継続の中、2022年度も全環境経営目標値を達成したことは、社

員全員の努力の成果である。厚くお礼申し上げる。

②有料化直前排出量増が見られたが現在落ち着きつつある。回収量・積替

量の目標値化は、経営の重要な指標となる。頑張って欲しい。

③原単位目標はコスト指標として重要。一層の削減を図って欲しい。

見直し項目 変更有無 コメント

外部からの苦情
　環境に関わる苦情・要望はなかった。一廃収集運搬・中間処理

に関する苦情も特になかった。
苦情記録

緊急事態の想定

＆

試行訓練

　昨年度は第2RCで「停電時も積替作業は継続する」緊急事態訓

練を実施した。本年度は本日、本社・建設部で工事現場での火災

発生を想定した緊急事態対応訓練を予定している。

非常事態

訓練記録

環境経営目標

環境経営計画

　22年度は21年度に比し収集量、積替量ともに減少した。有料

化による選別排出が浸透しつつある。排出量が比較的安定してき

たので目標値設定を検討。軽油は使用量は減少、原単位は悪化し

たが、軽油を含め全目標値ほぼクリアした。CO2は49t〈7.7%）

の排出量削減した。

実績管理

表

環境関連法規

　廃棄物処理法、水質汚染防止法、フロン排出抑制法を重点的に

順法性チェックを実施した。適用法令の順法性に特に問題はな

かった。主要工事現場ではチェックシートによる安全・順法性の

確認を始めた。

順守評価

一覧表・

現場の

ﾁｪｯｸｼｰﾄ

報告項目 責任者からの報告内容 資料

環境経営システ

ム

　平松管理責任者の下で順調に遂行されている。特に体制を変更

すべき理由はない
組織表
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